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ＬＰＧ燃料ＶＬＧＣ新造船の定期傭船契約締結について 

 

当社（社長：岩井 清祐）は、ＥＮＥＯＳオーシャン株式会社（社長：廣瀬 隆史）とＬＰＧを燃料としたＬＰＧ

ならびにアンモニアの積載が可能なＶＬＧＣ（Very Large Gas Carrier）の新造船定期傭船契約を締結い

たしましたので、下記の通りお知らせします。 

 

記 

 

本船は、二元燃料エンジンを搭載しており、ＬＰＧの他、燃料油での航行も可能ですが、ＬＰＧを使用した

場合、現在就航している同型船に比べて排出ガス中の硫黄酸化物（ＳＯｘ）を約９０％、二酸化炭素（Ｃ

Ｏ2）の排出量を約２０％削減することができ、地球環境負荷低減に寄与するものです。 

また、２０２２年以降の建造契約船から適用されるＩＭＯ（国際海事機関）による EEDI（Energy Efficiency 

Design Index）規制のフェーズ３（ＣＯ2 排出量基準値比３０％削減）に適応する仕様となっております。 

 

ＬＰＧ以外に、将来のカーボンフリー燃料として大きな役割が期待されるアンモニアも同時に積載するこ

とが可能な仕様となっていることに加え、全長や幅などの船体仕様を大きく変えることなく、従来船より

カーゴタンク容積が大きな設計となっております。 

 

本船は、川崎重工業株式会社坂出工場で建造され、２０２３年末の竣工後、当社がＥＮＥＯＳオーシャン

株式会社より定期傭船する予定です。 

 

当社は、引き続きエネルギーの安定供給に取り組むとともに環境にやさしいＬＰガスの元売事業会社と

して、持続可能な地球環境の実現に貢献してまいります。 

 

〔本船の概要〕   

全長 約２３０．００ ｍ 

幅 ３７．２０ ｍ 

深さ ２１．９０ ｍ 

カーゴタンク容量 ８６，７００ m3 
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